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概要：人々が日々の生活を営む中では，服薬や持ち物を伴う外出など，あらかじめ決められた時刻に特定の
「物」を用いるタスクを行う場面がしばしばある．もしタスク実行時に必要な物が手元に無ければ，ユーザ
は不利益を被ることが考えられるが，リマインダアプリケーションにタスク内容と必要な物の両方の情報
を登録するには手間がかかる．この問題を解決するために，我々は要件 1：物とタスクを少ない手間で関
連付けられることと，要件 2：タスクのリマインドと同時に物が提示されることの両方を満たすシステム
として，物を入れた引き出しが自動的に開くことでユーザに通知を行う引き出し型リマインダシステムを
提案してきた．本システムは，ユーザがスマートフォンからタスク内容と通知時刻を登録後，引き出しに
物を入れるだけでタスクと物が関連付けられ，通知時刻に引き出しが自動で開くことにより，タスクと物
が同時に提示されるリマインダである．本稿では，上述の 2要件に基づくシステムデザインと必要機能を
実装したプロトタイピングについて報告する．

1. はじめに
生活のあらゆる側面でデジタル化が進展しているが，我々

の日常生活において発生するタスクには，依然として実世
界の物理的な物を必要とするタスクが多く存在する．たと
えば，外出時にはユーザが目的地や移動中での活動に必要
な物を持ち出す必要があり，定期的な服薬においては特定
時刻にユーザが薬を手元に持っている必要がある．これら
のタスクは，実行時にユーザの手元に必要な物が確保され
ていることで初めて，適切に実行されるものである．もし，
これらの物が手元に無ければ，ユーザは予定通りの活動を
行えなかったり，物を取りに戻る手間が生じたりと，不利
益を被ることが考えられる．そこで，ユーザがタスク内容
と同時に必要な物の存在も思い出すことができる方法とし
て，リマインダアプリケーションにタスクの内容と必要な
物の両方の情報を登録する方法が考えられるが，必要な物
に関する情報すべてを言語化して登録するのは，かなり手
間がかかる行為である．
この問題を解決するために，我々は “物とタスクを少な

い手間で関連付けられる”こと，“タスクのリマインドと
同時に物が提示される”ことを満たすシステムが必要であ
ると考えている．これらの要件を満たすために，先行研
究 [1–3] では，物とタスクを関連付けて実空間中でユーザ
に通知を行う引き出し型リマインダシステムを提案してき
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た．これにより，ユーザは，タスクに必要な物をわざわざ
言語化して入力することなく，物を引き出しに入れるだけ
で，通知時刻に引き出しが自動で開いて，ユーザにタスク
と物を同時に提示することが可能となる．本稿では，上述
した 2つの要件を満たすシステムデザインと必要な機能の
実装を行ったプロトタイピングについて報告する．

2. 関連研究
2.1 タスク登録に焦点を当てた研究事例
タスク登録に焦点を当てた事例として，リマインダの作

成時刻とタスクの内容から適切な通知時刻を導き出す予測
モデルを提案する研究 [4] が挙げられる．このモデルは，
ユーザによる明示的な通知時刻の入力を省略し，最適な通
知時刻を自動推定することによって，タスク登録時の負担
の低減を可能にする．一方，物理的な付箋に手書きで書か
れたタスク内容と通知時刻のメモと，その付箋が貼られた
場所の情報から，AIよってメモの意図が分類され，適切
なデジタルツールへのタスク登録を行うシステムも存在す
る [5]．このシステムは，「付箋にメモを書く」という既存
の習慣を維持したまま，メモの内容に応じて，自動で適切
なデジタルツールへリマインダ登録をできるようにするこ
とで，ユーザの慣れ親しんだ物理的な体験とデジタルなリ
マインダのシームレスな接続を実現している．上述の事例
とは異なるアプローチとして，InfoClip [6]が挙げられる．
これは，ユーザがタスクを行いたい対象物にクリップ型デ
バイスを装着することでタスク登録を行うシステムであ
り，ユーザによるタスクの言語化やシステムによるタスク



内容の予測は一切行わない．このシステムでは，ユーザが
クリップ型デバイスが装着された対象物を視認した際に，
タスク内容をユーザが想起することが期待されており，大
学研究室における実験ではほぼすべてのケースにおいてタ
スク内容が正しく想起されたことが報告されている．

2.2 リマインドタイミングに焦点を当てた研究事例
リマインドするタイミングに焦点を当てた事例では，時

刻や位置情報に基づいてリマインドするだけではなく，ユー
ザの状況に応じてリマインドする手法が多く模索されて
いる．たとえば，料理などの手続き型タスクにおいてユー
ザの作業工程をリアルタイムで追跡し，適切なタイミング
で次工程をリマインドするフレームワークを提案する研
究 [7]がある．このフレームワークは，手順間の関係を固
定的な順序ではなく，遷移確率を保持したグラフで表すこ
とで，手順の入れ替えといったユーザの柔軟な行動を許容
しつつ，状況に適した次工程のリマインドを行うことを可
能にする．一方で，リアルタイムで収集されるユーザの周
辺環境データと，これまでのユーザの活動履歴から，ユー
ザの行動意図を識別して能動的にタスクを提案するリマイ
ンダ [8] も存在する．この手法は，リアルタイムのユーザ
の視覚データと対話履歴データを継続的に取捨選択するこ
とによって，ユーザコンテキストに即したタスクの提案を
可能にする．視点を変えたアプローチとしては，永続的に
リマインドが行われ，それをユーザが認識した瞬間にのみ
タスクを想起させるリマインダ [9]が特筆に値する．この
手法は，2つの視覚的な状態を，永続的に低速で切り替え
続けることで，ユーザの現在の活動を妨げない穏やかなリ
マインダを実現している．

2.3 通知表現に焦点を当てた研究事例
通知表現に焦点を当てた事例として，ユーザがタスク遂

行中に，別タスクのリマインドが行われるシーンにおいて，
LEDライトの表示を工夫することで，ユーザの進行中の
タスクへの集中を阻害することなく，控えている次タスク
を認識させるリマインダ研究 [10]がある．この手法は，モ
ニタ背面の LEDライトの色相・明度・彩度を次タスクま
での残り時間に基づいて段階的に変化させることで，ユー
ザが進行中のタスクを適切な区切りまで進めた上で，次タ
スクに自発的かつスムーズに移行することを支援する．さ
らに，リマインダに物理的な実体を持たせ，ユーザにタス
クの存在感を与え続けることによって，タスクの先延ばし
を防ぐシステムもある [11]．この手法は，壁掛け型の物理
的なシステムを用いることで，ユーザが自身の目標と絶え
ず対面することを可能にし，未完了のタスクが物理的に落
下するデザインを採用することで，強制的にユーザに対し
て，タスクへのアクションを促すことを可能にする．

3. 提案手法
人々が日々の生活を営む中では，服薬や持ち物を伴う外

出など，あらかじめ決められた時刻に特定の “物”を用い
るタスクを行う場面がしばしばある [3]．物が必要なタス
クにおいては，物の存在も併せたリマインドが必要である．
リマインダアプリケーションはタスクの実行忘れを防止す
るために有効であるが，ユーザがタスクの内容と必要な物
の両方の情報をシステムに登録するには，必要な物に関す
る情報をすべて言語化して登録する必要があり，かなりの
手間がかかる．この問題を解決するために，我々は次の要
件を満たすシステムが必要であると考えている．
要件 1 物とタスクを少ない手間で関連付けられる
要件 2 タスクのリマインドと同時に物が提示される
これらの要件を満たすために，我々は，物とタスクを関

連付けて実空間中でユーザに通知を行う引き出し型リマイ
ンダシステムを提案してきた [1,2]．このコンセプトを図 1

に示す．

4. システムデザイン
4.1 要件を満たすためのデザイン
本節では，前章で述べた要件を満たすシステムデザイン

を行う．
物とタスクを関連付けたリマインダ登録：要件 1を満た
すために，リマインダ登録時に，わざわざ物に関する情報
を言語化してテキストや音声で入力しなくても済むように
する．具体的には，スマートフォンで通知時刻とタスク内
容を入力すると，自動で引き出しが開き，ユーザがそこに
物を入れて引き出しを閉めることでタスク登録が完了する
ようにする．
物を提示するタスク通知：要件 2を満たすために，指定

時刻になると，タスク内容と同時に物が提示されるよう
にする．具体的には，指定時刻に引き出しが自動で開き，
ユーザが物を直接視認できるようにする．

4.2 具体的な実装
実装したプロトタイピングとシステム構成図を図 2，3

に示す．
4.2.1 引き出しへのタスク割り当て機能
本プロトタイプシステムでは，ユーザがスマートフォン

や PC等を用いて，本システム専用のWebアプリから引き
出しへのタスク登録を行う．ユーザによる入力内容はサー
バへ送信される．サーバは，次の手順により，自動でタス
ク未設定の引き出しを選定し，タスクを割り当てる．
タスク未設定の引き出し選定： サーバは，保有するタス
ク管理用データベース（DB）を参照し，現在進行中の
タスクを持たない引き出し番号を特定して，その引き



図 1 提案手法のコンセプト

図 2 プロトタイピング
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図 3 システム構成図

出しを新たなタスク用の引き出しとして選定する．
タスクの割り当て： サーバが，ユーザにより入力された
タスク情報と選定した引き出し番号，タスクの状態を
DB上で関連付けて管理することにより，引き出しへ
のタスクの割り当てが完了する．

4.2.2 引き出しの自動開閉機能
引き出しの自動開閉は，サーバからの制御信号を受信し

た小型コンピュータが，ギヤードモータを駆動させること
で実現される．具体的には，モータの回転により，モータ
の軸に取り付けられた歯車がラック上を直線運動すること
によって，引き出しの開閉動作が行われる．
4.2.3 タスクの状態更新機能
ユーザによる引き出しの開閉が検出されると，その操作

意図をサーバが判定し，必要に応じてタスクの状態更新を
行う．

ユーザによる引き出し開閉の検出： 測距センサによっ
て，ユーザによる引き出しの開閉操作が検出される．
具体的には，ユーザが引き出しを少し押すと，その操
作が検出されて，引き出しが自動で閉じ，引き出しを
少し手前に引くと，その操作が検出されて，引き出し
が自動で開く．

操作意図の判定： ユーザによる引き出しの開閉操作が完
了すると，その情報が引き出しに設置された小型コン
ピュータからサーバへ送信される．サーバ上のタスク
管理アプリは，タスク管理 DBを参照し，当該タスク
の現在の状態と，ユーザにより行われた操作の組み合
わせから，その操作がタスクの更新を意図するもので
あるか否かを判定する．

タスクの状態更新： ユーザによる引き出しの操作がタス
クの更新を意図するものであれば，タスク管理アプリ
はタスク管理 DBを更新し，タスクを次のフェーズへ
と遷移させる．タスクの状態は，引き出しの開閉操作
を通じて，物の収納待ち，通知待ち，通知済み，完了
の順で遷移する．

4.2.4 ハードウェア実装
本プロトタイピングは，引き出しの自動制御を実現する

ために，引き出しの底面にギヤードモータ，ATOM-Lite，
Raspberry Pi，測距センサを設置する．Raspberry Pi は
サーバからの制御信号を受信し，ATOM-Liteにシリアル通
信を行うことで，ATOM-Liteからの信号を受けたギヤード
モータが駆動して引き出しが開閉される．測距センサは，
引き出しの開閉運動と連動して前後に動く物体との距離を
測定することで，現在の引き出しの開き具合の判定や，引
き出しが開閉されたことの検出を行う．

5. おわりに
特定の “物”を用いるタスクのリマインドにおいては，タ
スクの内容だけでなく，物の存在も併せたリマインドが必
要である．このようなタスクのリマインダ登録において，
既存のリマインダアプリケーションでは，ユーザがタスク
内容と必要な物の両方の情報をシステムに登録するには手
間がかかる．この問題を解決するために，本稿では，要件
1：物とタスクを少ない手間で関連付けられること，要件



2：タスクのリマインドと同時に物が提示されることを定
義し，これらの要件を満たすシステムデザインと必要な機
能の実装を行ったプロトタイピングについて報告した．
今後の展望は，次の 2つである．1つ目は，ユーザがリ

マインダ対象への完了指示と再リマインド指示を簡単に行
えるようにするため，引き出し内の物の有無判定によるタ
スクの完了/延期といったコンテキスト判定を実装するこ
とである．2つ目は，提案手法の効果検証のため，ユーザ
に 2週間程度の期間で本システムを利用してもらうフィー
ルドスタディを実施することである．
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